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ドロップ・サイト・デイリー、５月１８日：ロングアイランド鉄道の労働者がストライ
キ；ヒズボラの光ファイバー・ドローン戦術；コンゴ民主共和国でのエボラ出血熱の流行 

脇浜義明訳 ＊脚注は訳注 

 

イランと停戦 

 ＊イラン、戦争終結に向けた最新提案：イラン外務省のイスマイル・バガイ報道官は記者会見で、イラン政府が米国の最

新提案に返答したことを確認した。バガイ報道官は、米国とはパキスタンを仲介に間接交渉を継続していると付言した。さ

らに彼は、イランとオマーンの専門チームがオマーンで会合を開き、ホルムズ海峡の安全航行を確保するメカニズムを協議

したと付け加えた。タスニム通信によると、イランの回答は、協議と米国側の信頼性を図ることに焦点を当てた１４項目提

案である。  

・パキスタン内務相、停滞する米・イラン和平協議を再開するためにテヘラン訪問：パキスタンのモフシン・ナク

ヴィ内務相は１６日、停滞している和平交渉の再開を目指し、イランのエスカンダル・モメニ内務相らの高官らと会談

するために、テヘランへ到着した。１７日の会談で、イラン議会のモハンマド・バゲル・ガリバフ議長はナクヴィに対

し、「最近の出来事は、米国の中東地域駐留が地域の安全保障を提供するどころか、むしろ不安定化を積極的に推し進

めていることを示している」と述べたと報じられている。 

 ＊イラン、ホルムズ海峡管理の新機関設立を発表：イランの最高安全保障機関である国家安全保障会議は１８日、ホルム

ズ海峡を管理する新機関「ペルシャ湾海峡管理局」（PSGA）を設立したことを発表した。PAGA の SNS 新アカウントは

「ホルムズ海峡の軍事状況と最新の動向についてリアルタイムで情報提供する」としている。その後の PSGA の投稿では

「以前にイラン・イスラム共和国の軍と当局が定めたホルムズ海峡の境界線内の航行は、この機関との完全な調整を条件と

しており、許可なく航行することは違法と見做す」と述べられた。 

 ＊トランプ大統領、「時間は刻々と過ぎている」と警告：トランプ大統領は１８日,Truth Social へ「イランにとって時間

は刻々と迫っており、直ぐに行動しなければ、何も残らなくなるだろう。時間は重要だ」と警告する文を投稿した。トラン

プはイラン政府に期限を設定してはそれを撤回することを繰り返してきた。  

・トランプ政府、軍事選択肢を協議：アクシオスによると、トランプ大統領は１６日にヴァンス副大統領、マルコ・

ルビオ国務長官、スティーヴン・ウィトコフ特使、ジョン・ラトクリフ CIA 長官と戦略会議をしたのを受けて、１９

日にホワイトハウスの危機管理室（situation room)に国家安全保障チームを召集し、軍事選択肢について協議する予定

である。  

・トランプ大統領、ネタニヤフ首相と会談：イスラエルの放送局カンによると、トランプ大統領は１７日にネタニ

ヤフ首相と３０分以上にわたって電話会談し、イランへの戦闘再開の可能性について協議した。  

・イランの反応：イランの最高指導者の軍事顧問のモフセン・レザエイは国営テレビで、「イラン軍は引き金に指を

かけているが、外交も継続している」と述べた。 

 ＊UAE の発電機へドローン攻撃：UAE 国防省によると、１７日、UAE のアッダフラ地域のバラカ原子力発電所の敷地

の外側にある発電機がドローン攻撃を受け、火災となった。西側の国境から３機のドローンが UAE 領空に侵入、２機は

UAE 防衛部隊が迎撃した。攻撃の出所は現在調査中と国防省。 

 ＊サウジアラビア、イランからのドローン３機を迎撃：サウジアラビア国防省は１７日、イラクからサウジアラビア領空

に侵入したドローン３機を迎撃・破壊したと発表した。報道官のトゥルキ・アル・マリキ少将は、サウジアラビア政府は

「報復する権利を留保する」と警告した。 

 ＊制裁対象のタンカー３隻が米海軍の海上封鎖を突破：タンカー・トラッカーズによると、最近、イラン産原油を合計

１９０万バレル積載できる空のタンカー３隻が米軍の海上封鎖をすり抜けた。タンカー・トラッカーズは１７日、１隻は

AIS（自動船舶識別装置）を一時停止して追跡機能を不能にし、１隻はロシア国旗を掲げ、３隻目はオマーン沿岸に沿って

航行して探知を回避したと発表した。 

 ＊フィナンシャル・タイムズ紙、トランプ大統領の４００億ドルのホルムズ海峡船舶保険プログラムは開始後２か月で保

険金支払いゼロ：フィナンシャル・タイムズ紙によると、３月にトランプ大統領が発表し、開発金融公社（DFC)がチャブ
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損害保険グループとAIG 保険グループが運営する、ホルムズ海峡を通過する船舶を対象にした米政府の４００億ドル規模

の海上保険プログラムは、開始後２か月経つが、一度も保険金が支払われていない。このプログラムは米軍の護衛（５月初

旬に短期間実施された「プロジェクト・フリーダム」）を条件としているが、護衛された船はわずか２隻だけであった。 

 ＊イラン、開戦以降スパイ容疑で６，５００人逮捕：イラン警察長官アハマド・レザ・ラダンは１７日、米・イスラエル

のイラン戦争開始後、「反逆及びスパイ」容疑で６，５００人以上を逮捕したと発表した都、国営放送 IRIB が報じた。 

 

レバノン 

 ＊イスラエル、停戦延長後も少なくとも３７人を殺害：レバノン保健省によれば、５月１５日に４５日間の停戦延長合

意にもかかわらず、１６日と１７日にイスラエル軍はレバノン攻撃を実施、少なくとも３７人が死亡し、２２２人が負傷し

た。レバノン保健省の発表では、３月２日以降、イスラエル軍のレバノン攻撃による死者は少なくとも２，９８８人で、負

傷者は９，２１０人である。 

 ＊イスラエルの空爆でパレスチナ・イスラム聖戦の司令官とその十代の娘が死亡：レバノン国営通信社によると、１８日

深夜、イスラエル軍の誘導ミサイルがレバノン東部のバールベック南部のマンションに着弾、パレスチナ・イスラム聖戦の

司令官ワエル・アブドゥル・ハリとその１７歳の娘リマが死亡した。これはベッカー渓谷東部の奥地への攻撃で、この数か

月攻撃が集中していた南レバノン国境地帯からずっと奥地への攻撃である。  

 ＊イスラエルの１７日の空爆で、少なくとも８人が死亡：１７日、イスラエル軍はレバノン南部と東部の各地を空爆、

ティルス近郊のジュアイヤでは少なくとも３人が死亡した。これによって、この日の死者は８人となった。レバノン国営通

信社によれば、ナバティーエ地区、ビントジュベイル地区のクファルシル、ジュサイバ、ティブニン、フルーンも空爆され

た。 

 ＊南レバノンへの空爆で救急隊員４人が死亡：１６日の南レバノンのスール地区への空爆で、ヒズボラ系のイスラム保健

委員会（IHC)の救急隊員、アリ・アル・ファウル、ハディ・カマル、ムッサ・ミクダトの３人が死亡した。ロリアン・ト

ゥデイ紙によると、それはドバールにあるＩＨＣの地元支部長の自宅を標的にしたものとみられる。他にも、アマル運動系

のアリッサラ・スカウト協会の救助隊員のヒラル・マゼと彼の母親サミラ・マザも、タイール・フィルシーへの空爆で死亡

した。タイール・デバや南部の他の地区も空爆された。 

 ＊イスラエルとレバノン政府、和平枠組みで合意：米国務省は１５日、イスラエルとレバノン政府の２日間のワシント

ン協議で、「永続的平和」、主権の相互承認、国境警備に関する共同協定に向けた交渉枠組みが合意されたと発表した。６月

２～３日に政治協議を再開し、５月２９日に米国防総省主催の軍事安全保障会合が予定された。両者は４月１６日に決めた

停戦を４５日間延長することに合意したが、現実には、レバノン保健省によると、停戦開始以降もイスラエルの攻撃が続

き、少なくとも６９４人が死亡した。イスラエル空軍も停戦期間中にレバノン領を１１００箇所以上攻撃したことを認めて

いる。米国務省の発表声明ではそのことに一切触れていない。 

 ＊ヒズボラのドローンによる抵抗で、南レバノンでイスラエル軍将校と民間請負業者が死亡：１５日、南レバノンで、

ゴラニ旅団の小隊長と民間請負業者が、ヒズボラのドローン攻撃で死亡した。停戦開始以降、レバノン領内で死亡したイス

ラエル兵は７人目、民間請負業者は２人目である。イラン戦争開始後からだと２０人の兵士が死亡した。 

 ＊レバノンで１週間でイスラエル兵１０５人が負傷、ネタニヤフ首相はヒズボラのドローン脅威を認める：アル・ジャ

ジーラのアラビア語版によると、イスラエル軍はこの１週間で１０５人の兵士がレバノン領内で負傷したと発表した。17

日夜には南レバノンで路肩爆弾で４人が負傷、１人は重傷、１人は中等傷だった。１７日の閣議で、ネタニヤフ首相は、６

年前にヒズボラのドローン脅威を警告したにもかかわらず、まだ解決されずに続いていることを認め、この２週間に「国内

最高の頭脳」を集めた会合を３回も開き、「予算の上限を設けずに」取り組んだことを述べた。野党の元首相ナフタリ・ベ

ネットは、政府の失政によって軍が「標的になっている」と批判した。 

 ＊ヒズボラ、停戦期間中にイスラエル軍に３３９回の報復作戦を実施、イスラエル兵２５０人を死傷させたと主張：ヒズ

ボラの軍事メディアが１７日に発表した月報によれば、４月１７日から５月１６日の間にヒズボラ戦闘員がイスラエル軍に

対して３３９回の作戦を実施した。１日平均１１回、最大の場合１日に３０回の攻撃になる。そのうち３１８回はレバノン

領内で、イスラエル軍の侵攻に対して行われ、２１回はイスラエル北部の拠点、最も遠い標的はイスラエル国１５キロ内部
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を攻撃したと主張。ヒズボラは、ロケット弾、ドローン、砲弾、誘導ミサイル、さらに FPV（無人航空機）による徘徊型

グライダーを１４０回展開した作戦により、２５０人以上のイスラエル兵を死傷させ、戦車４８台、ブルドーザー３０台、

装甲兵員輸送車１８台、アイアンドーム１基を損傷させたと主張している。 

 

パレスチナ 

 ＊週末、イスラエル軍のガザ攻撃で、パレスチナ人１９人死亡、７６人負傷：ガザ保健省によれば、週末のイスラエル

軍のガザ回廊各地への攻撃で、少なくとも１９人のパレスチナ人が死亡した。１７日には６人が死亡（２人は攻撃で、４人

は前の攻撃の犠牲者を瓦礫の下から回収）、１９人以上が負傷した。１６日には、４８時間の攻撃で１３人が死亡し、５７

人が負傷したと、ガザ保健省が報告した。 

 ＊ガザ回廊死傷者：過去２４時間で、ガザ回廊でパレスチナ人６人が死亡、４０人が負傷した。２０２３年１０月７日

以降の累計犠牲者数は、死者７２，７６９人、負傷者は１７２，７０４人である。ガザのパレスチナ保健省によると、いわ

ゆる「停戦」初日の１０月１１日以降、イスラエルの停戦違反の攻撃で少なくとも８７７人が死亡し、２，６０２人が負傷

した。瓦礫の下から回収された遺体は７７６体である。 

 ＊１７日のイスラエル軍の攻撃：１７日、デイル・アル・バラフのアル・アクサ殉教者病院付近へのイスラエル軍のド

ローン攻撃で、アハメド・アブ・アサド、アブドゥル・ラフマン・ムヘイセン、イブラヒム・ラヤンの３人が死亡した。パ

レスチナ・オンラインによると、イスラエル軍のドローンがハーン・ユーニスのラファ・ガレージ付近を直撃し、アブド

ラ・アブ・ムスタファが死亡した。さらに、ハーン・ユーニス東部、アル・ブレイジ難民キャンプ、ガザ市北部が砲撃され

たと報じられている。WASA 通信によると、夜間にガザ市タル・アル・ハワ地区にあるパレスチン放送テレビ局ビル付近

が空爆され、９人が負傷した。 

 ＊１６日、イスラエル軍の空爆と銃撃でパレスチナ人３人が死亡：パレスチナ・オンラインによると、１６日夜、イス

ラエル軍機がガザ市のアンナスル地区で民間車両を爆撃し、バハ・バルードとアブドゥル・カリム・ナッサールが死亡し

た。他に、ジャバリヤ難民キャンプの中のアブ・フセイン学校付近への爆撃で、マハムード・アブ・シンが死亡した。 

 ＊イスラエル軍のガザ市空爆で、ハマスの軍事司令官イッズ・アッディーン・アル・ハッダードとその家族が死亡：イス

ラエル軍は１５日夜、ガザ市リマル地区の住宅と車両を標的にした空爆で、ハマスのアル・カッサム旅団司令官で、ガザ地

区ハマスの最高幹部のイッズ・アッディーン・アル・ハッダードを殺害した。ガザ保健省によると、この攻撃でハッダード

の妻と娘と他に少なくとも４人（子ども３人を含む）が死亡し、５０人以上（子ども２０人を含む）が負傷した。ハッダー

ドは秘密作戦を行ったことから「アル・カッサムの亡霊」と呼ばれた人物で、２０２５年５月に前任者モハンメド・シンワ

ールがイスラエル軍に殺害された後、ガザ地区ハマスの最高軍事司令官になった。彼はこれまで少なくとも６回の暗殺未遂

を経験した。 

 ＊停戦後６カ月間掘削機や機材がガザに搬入されないので、２０２３年１２月２１日のイスラエルの攻撃の犠牲者とな

った親族２１人の遺体を回収しようと手作業で瓦礫を掘り起こす男性：２０２３年１２月２１日、イスラエルのミサイル

がジャバリヤの５階建てのビルを破壊し、２４人の子どもを含む３９人の親族を失ったマハムード・ヒラは、停戦後６カ月

間掘削機やその他の機材がガザに搬入されなかったので、ハンマーとシャベルを使って、手作業で瓦礫を掘り始めた。ドロ

ップ・サイト・ニュースのモハンメド・アハメドによると、攻撃直後には１８体の遺体が回収されたが、まだ２１人の遺体

（ヒラの妻、子ども、父親、兄弟、義理の姉妹、姪や甥など）が瓦礫の下にある。ガザ回廊の瓦礫の下には８，５００～１

０，０００の遺体が埋もれていると推定されている。 

 ＊イスラエル軍、国際水域でグローバル・スムード船団を拿捕：イスラエル軍はキプロス沖で、ガザを目指す船団を拿捕

した。グローバル・スムード船団主催者は１７日の声明で、４５カ国の４６１人のボランティアを乗せた民間の船５２隻が

国際水域でイスラエル軍に拿捕されたと発表した。イスラエル・メディアによれば、イスラエル海軍が拿捕した船と活動家

をイスラエルのアシュドッド港へ移送する。船団は、イスラエルのガザ封鎖を突破する３度目の試みとして、５月１４日に

トルコのマルマリスを出港した。トルコは拿捕を非難し、「新たな海賊行為」と呼んだ。 

 ＊ガザ保健省、ガザ回廊では MRI 利用不可能と発表：ガザ保健省によると、ガザの医療システムは医療画像診断サービ

スの深刻な崩壊に直面していると述べた。イスラエルの攻撃で診断機器の７６％が破壊され、残りの機器は極度の負荷で辛
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うじて稼働している。ガザ回廊には９台のMRI スキャナーがあったがすべて破壊され、MRI は全く利用できず、１８台あ

った CT スキャナーのうち稼働しているのは5 台で、稼働率は日々の需要よりはるかに低い。X 線検査能力も大きく低下し

ており、８８台のうち稼働しているのは３３台で、その多くは頻繁に故障している。 イスラエルは依然としてガザへの医

薬品や医療器具の搬入を厳しく制限している。 

 ＊イスラエル軍、炊き出し施設（soup kitchen)を攻撃、回廊中部で支援物資配給停止：ガザ支援調整官イアド・アマウィ

は１7 日、イスラエル軍が終日ガザ回廊を空爆、少なくともパレスチナ人７人が死亡しことに関して、「深刻な事態」を警

告した。というのは、デイル・アル・バラフにある慈善団体の炊き出し施設も攻撃されたからだ。支援団体はサラ・アッデ

ィン通りの東部での食料配布を停止し、アル・ブレイジ難民キャンプとアル・マガジ難民キャンプ近くの数千世帯の避難民

は西方移動し、すでに過密状態になっている地域へと避難した。「これでは停戦とは言えない」とアマウはドロップ・サイ

ト・ニュースに語り、「民間人への包囲と圧力が続き、様々な手段による戦争が続いている」と言った。 

 ＊イスラエル、東エルサレムの元UNRWA 本部を軍事施設に転用することを承認：イスラエル閣議は１７日、占領下の

東エルサレムのシェイフ・ジャラ地区にある旧 UNRWA 本部を、陸軍博物館、イスラエル国防軍リクルート事務所、国防

省施設などを収容する軍事施設に転用する計画を承認した。これに対し、ハマスは抗議し、UNRWA 施設の占拠は国際法

と国連の保護に違反するとして、国際社会にネタニヤフ政府への「抑止的制裁」を科すことを求めた。 

 ＊パレスチナ行政区、東エルサレムのアル・アクサ・モスク付近の歴史的建造物２０件を没収するイスラエルの計画に抗

議：エルサレムのパレスチナ行政区によると、イスラエル占領当局は、アル・アクサ・モスクへの主要な入口であるバブ・

エル・シルシレ地区のパレスチナ人所有の建物１５～２０件を没収する計画を承認しようとしている。没収対象になってい

るものには、アイユーブ朝、マムルーク朝、オスマン帝国時代の歴史的建物や、イスラム教の寄進物などが含まれる。エル

サレム行政区は、この措置は住民や商店を強制的に立ち退かせ、エルサレム旧市街中心部を奪い取る植民地的収奪の強化

だ」と非難している。 

 

米国ニュース 

 ＊トランプの投資ポートフォリオ、取引頻度増加：フィナンシャル・タイムズ紙の連邦政府の開示情報の分析による

と、トランプ大統領の投資ポートフォリオは２０２６年第１四半期に３，７００件以上の取引を行っていたことが判明し

た。これは、２０２５年１月以降、取引時間中に平均９分４５秒ごと新取引をしていたことになり、取引総額は２億２，０

００万ドルから７億５，０００万ドルにおよぶ。トランプが提出した書類は、標準的な４５日間連邦開示期限を過ぎてお

り、遅延報告料が発生している。トランプ・オーガニゼーションとホワイトハウスは利益相反を否定、資産はトランプの子

どもたちの信託口座で保有され、独立した第三者金融機関が管理する自動裁量口座を通じて取引されていると書いている。 

 ＊ロングアイランド鉄道ストライキ、ニューヨーク都市圏の通勤鉄道が停止：３，５００人以上の労働者を代表する５つ

の労働組合は、メトロポリタン交通局との長年にわたる賃上げ交渉が決裂したために、５月１６日深夜からストに突入、全

路線が停止した。ロングアイランド鉄道（LIRR)は、ロングアイランドとニューヨーク市の間を毎日平均２７万人の乗客を

輸送している米国で一番利用者が多い鉄道である。州会計監査官は、このストによって地域経済は１日当たり６１００万ド

ルの損害になると推定している。１７日の午前１時まで交渉したが妥結に至らず、交渉は１８日に再開される予定。 

 ＊中国、米国との暫定関税引き下げ合意：中国商務省は、北京とワシントンが貿易投資協議会の設立と、特定製品の関

税を「同等の規模で」引き下げることで合意したと発表した。両国は、中国がボーイング社製航空機２００機とゼネラル・

エレクトリック社製エンジンを購入し、農産物に対する非関税障壁の解消に向けて努力する取り決めを確認した。これら

は、トランプ大統領が大統領専用機内で新聞記者に、北京訪問中は「関税について話し合わなかった」と言った発言と矛盾

している。習近平主席は９月にホワイトハウス訪問を予定しており、両首脳は今年中に最大４回会談するだろうと、米のス

コット・ベセント財務長官が述べている。 

 ＊カタイブ・ヒズボラの司令官、マンハッタンで起訴される：イランが支援するイラクの民兵団カタイブ・ヒズボラの

司令官モハンマド・バケル・サード・ダウッド・アッサーディ容疑者（３２歳）は、２月下旬以降、ヨーロッパとカナダに

ある米国とイスラエルの権益拠点に対する少なくとも１８件の攻撃を計画し、著名なマンハッタンのシナゴーグを爆破を企

てたとして、マンハッタンの連邦裁判所に起訴された。刑事告訴状によると、アッサーディ容疑者はトルコで拘束され、米
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国へ身柄を引き渡されたが、４月にメキシコの麻薬カルテルのメンバーを装った FBI のおとり捜査官に３，０００ドル相

当の仮想通貨を払って、シナゴーグ襲撃をさせようとした。 

 ＊AIPAC（ （アメリカ・イスラエル公共問題委員会）と親イスラエル団体、ケンタッキー州予備選挙でトーマス・マッシ

ー下院議員から議席を奪うために１，６００万ドルを投入：AIPAC のスーパーPAC（政治活動委員会）と共和党ユダヤ人

連合勝利基金は、１９日のケンタッキー州共和党予備選挙でトーマス・マッシー下院議員を落選させるために、合計１，６

００万ドル以上を注ぎ込んだ——３，２００万ドル以上の総広告費の一部で、これは下院予備選史上最大の額である。リバ

タリアン派の財政緊縮派で、イスラエルへの軍事援助に反対し、象徴的な親イスラエル決議案にも反対したマッシー議員

は、この動きに対し、AIPAC に外国代理人登録法に基づく登録を義務付ける法案を提出した。  

・マッシーの対立候補は、海軍特殊部隊「ネイビーシールズ」の元隊員のエド・ガルレインで、彼はトランプ大統領

の支持を受け、トランプと関係があるスーパーPAC からも支援を受けている。このスーパーPAC は７００万ドル近く

を注ぎ込んでいる。  

・世論調査では接戦予想、ある調査ではガルレインが８ポイントのリード、１５日に発表された他の調査ではマッシ

ーが１ポイントのリードであった。 

 ＊ルイジアナ州共和党予備選挙で現職のビル・キャシディ上院議員敗れる：ルイジアナ州選出の共和党上院議員ビル・

キャシディは１６日の予備選を通過することができなかった。対立候補のジュリア・レットロー下院議員とルイジアナ州財

務長官のジョン・フレミングに敗れ、対立候補２人が６月２７日の決選投票で対決する。キャシディの敗北は、２０２１年

のトランプ大統領弾劾裁判で有罪票を投じたことに対して共和党から長年不興を買ってきた結果であろう。トランプ大統領

は投票日当日、キャシディを「不忠な災厄」と呼び、オンラインで敗北を祝福した。 

 ＊カリフォルニア州下院選挙戦では、選挙運動とスーパーPAC のオープンな連携を可能にする新連邦選挙委員会（FEC)

の抜け穴が試されている：カリフォルニア州第１１選挙区でナンシー・ペロシの後釜を目指すスコット・ウィナー上院議

員は、個人献金で３５０万ドル以上を集め、資金調達でトップに立っている。彼を支援するスーパーPAC 「Families for an 

Affordable SF](手頃な価格の生活を求める世帯連合）は彼の選挙運動に２６万ドル以上を投入している。選挙運動体とスー

パーPAC は少なくとも４人の有給スタッフを共有し、共同で個別訪問戦略を実施している。この連携戦略は２０２４年ま

では違法であった。２０２４年に連邦選挙委員会規則が改正され、連携は制限されるが、戸別訪問は連携制限の対象となる

「公的コミュニケーション」に当たらないとした。先週、キャンペーン・リーガル・センター1は FEC の規則改正を「法的

に擁護できない抜け穴」として提訴した。これについては、５月１５日付の『サンフランシスコ・ガザティア』の記事

（”Scott Wiener ’s super PAC is a dark-momey mess” by Eddie Kim)を読まれたい。 

 ＊ICE、強制送還猶予申請手数料を３８７％引き上げる案を提示：移民情報サイト「ミグラント・インサイダー」の報道

による、ICE は５月７日、強制送還の裁量的停止を申請する手続きであるフォーム１－２４６の申請手数料を現行の１５５

ドルから７５５ドルに引き上げる規則変更を発表した。ICE は、最終的強制送還命令を受けている人々（重病患者、米国民

資格の子どもの親、帰国先の国が安全でない人々等々）うち、手数料が払えないために申請をあきらめる人がどれくらいい

るかは分からないと、はっきり認めている。料金値上げに関する民間意見の窓口は７月６日に締め切られる。 

 ＊フロリダ州で幼児が殴打されて死亡：母親を強制送還した ICE は米国民である３歳の子どもを叔父に預けたが、叔父

は子どもを殴って死亡させた。ICE はアラバマ州で検問中にウェンディ・エルナンデスを逮捕して１月２６日に彼女をホン

ジュラスに強制送還し、彼女の３歳の子ども、米国市民権を持つオーミン・エルナンデス・レイエスをフロリダ州ペンサコ

ーラに住む叔父のサミュエル・マルドナド・エラゾに世話を委任した。検死解剖の結果、オーミンは複数の骨折、性的暴行

の痕跡、火傷が見つかり、死因は複数の鈍器による殴打と判断された。 

 

その他の国際ニュース 

 ＊以前はパキスタンは米国の友好国ではなかった。何故米国はパキスタンへの疑惑を捨て、パキスタンを友好国にした

のか：ドロップ・サイト・ニュースの調査によると、パキスタンのアシム・ムニール陸軍参謀長は、イムラン・カーン前首

 

1 非営利法務団体で、選挙、政治資金、倫理など民主主義ルールをめぐる訴訟や提言を行っている。 

https://sf.gazetteer.co/scott-wieners-super-pac-is-a-dark-money-mess
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相が拒否していたことを米政府に提供したことで、トランプ大統領が言うところの「お気に入りの参謀長」としての地位を

築いた。即ち、米のドローンのための基地使用、ウクライナへの兵器供与、CPEC（中国・パキスタン経済カイロ）に基づ

く中国のインフラ投資を抑制したことで、トランプ大統領のお気に入りとなった。この調査は、イムラン・カーンが米国に

よって政権転覆されたという主張の根拠になっている、これまで公開されていない暗号の外交公電を集中的に取り上げたも

のであった。詳しくは、Waqas Ahmed, Murtaza Hussain, and Ryan Grim, “ From Mutual Suspiction to Political Embrace: 

How the U.S. Learned to Stop Worrying and Love Palistan”, Drop Site, May 18, 2026 を読まれたい。 

 ＊ベネズエラ、マドゥロ大統領の側近アレックス・サーブを米国へ強制送還：ベネズエラ入国管理当局は、現在失脚中の

マドゥロ大統領の側近の前産業相アレックス・サーブを１７日に米国へ強制送還した。ベネズエラ憲法では自国民の引き渡

しが禁じられているため、サーブをコロンビア人として分類した。サーブは、資金洗浄疑惑をめぐる米国主導の問題の多い

作戦で、カーポベルデ共和国で逮捕されたが、国際的連帯運動の影響で２０２３年に捕虜交換で釈放された。現在の暫定大

統領デルシー・ロドリゲスは、１月の米軍によるマドゥロ大統領拉致の後、サーブを解任し、すべての役職を剥奪した。 

 ＊イスラエル軍、シリア南部のダラア郊外へ侵攻：シリア国営メディアによると、５月１７日、イスラエル軍戦車３台と

軍用車両２台が、ダラア郊外西部のワディ・アッラカド国境地帯に侵攻し、マアリヤ村、アビディン村、ジャム村一帯の掃

討作戦を行った。ジャム村では報道記者がイスラエル軍車両から銃撃された。その後占領地を通って撤退した。他にも、イ

スラエル軍が１６日にダラア隣のクネイトラ県に侵攻したという報道もある。国連のシリア副大使は安全保障理事会で演説

し、イスラエルの軍事行動は１９７４年の撤退合意に違反すると述べた。 

 ＊フーシ派、米軍のリーバー無人機を撃墜：地元メディアの報道によると、イエメンのフーシ派は、５月１７日、マリ

ブ州上空で米軍の MQ-9 リーバー無人機を撃墜したと発表した。また、サバ通信によると、ホデイダ県アッドゥライヒミ

地区で爆発があり、イエメン民間人１人が死亡した。サバ通信は「米・サウジアラビアの侵略」の時の不発弾が爆発したも

のと断定した。 

 ＊キューバ、キューバへの軍事介入のための「でっち上げ口実」を米国が捏造していると非難：キューバのブルーノ・ロ

ドリゲス・パリラ外相１７日、アクシオスが機密情報だとして、キューバが３００機以上のドローンを入手して、グアンタ

ナモ湾の米海軍基地、米軍艦、フロリダ州キーウェストへの攻撃を検討しているという報道をしたことを受け、それを米国

が軍事介入の口実として捏造したデマだと非難した。彼は、キューバは「正当防衛権を行使し、外部からの侵略に立ち向か

う準備を整えている」と付言した。 

 ＊スーダン軍、ホル・ハッサン奪還：スーダン軍は１５日、青ナイル州ホル・ハッサンを、RSF（即応支援部隊）の同盟

軍スーダン人民解放運動北部（SPLM-N）から奪還し、SPLM-N に多大な人的・装備的損害を与えたと発表した。今回の

奪還による占領は、RSF の重要な補給路であり、アッロセイレス・ダムへのアクセス拠点である、エチオピア国境近くの

RSF 駐屯地クルムクを奪還するスーダン軍の作戦の一環である。 

 ＊米・ナイジェリア合同軍事行動で、IS 指導者を殺害：トランプ大統領は１５日夜、自分のSNS の Truth Social への投

稿文で、米海軍特殊部隊（ネイビーシールズら）約２０人の米・ナイジェリア合同特殊作戦部隊が、ISIS で第二位最高幹

部のアブ・ビラル・アル・ミヌキを殺害したと発表した。ニューヨーク・タイムズ紙に情報提供した３人の情報筋による

と、特殊部隊合同軍がチャド湖の島にある ISIS 拠点を攻撃した後の米軍の空爆で、アル・ミヌキが死亡したと報じられて

いる。  

・ナイジェリア軍訓練学校で民兵勢力が警官１７人を殺害：１５日、イスラム過激派と見られる武装勢力が、ヨベ州

ブニ・ヤディにあるナイジェリア軍特殊部隊学校を多方面から連携した攻撃を行い、特殊訓練を受けていた警察官１７

人と兵士数人を殺害したと、国家警察報道官アンソニー・オコン・プラシッドが発表した。  

・ナイジェリア北東部で児童誘拐：１５日、ナイジェリア北東部ボルノ州で、イスラム過激派と見られる武装勢力が

少なくとも４２人の学童を拉致した。ボルノ州で学校から生徒が誘拐されたのは、２０１４年にボコ・ハラムがチボク

で２７０人の少女生徒を拉致して以来初めてある。犯行声明を出した組織はまだない。 

 ＊フランスの人身売買捜査で、エプスタイン事件の新たな被害者１０人が名乗り出る：パリのロール・ベクオー検察官は

１７日、ジェフリー・エプスタインネットワークへの人身売買捜査の中で、新たに被害者１０人が名乗り出て、ベクオーが

https://www.dropsitenews.com/p/pakistan-mediator-united-states-iran-trump-imran-khan
https://www.dropsitenews.com/p/pakistan-mediator-united-states-iran-trump-imran-khan
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２月に潜在的被害者に声を上げるように呼び掛けて以来、名乗り出たフランス人被害者の総数は約２０人となったと発表し

た。 

 ＊コロンビア、大統領選挙が数週間後に控え、選挙スタッフ２人が殺害された：右派大統領候補アベラルド・デ・ラ・エ

スプリエラの選挙陣営で働いていた男性２人が、バイクに乗った男たちに射殺されたと、エスプリエラ選挙事務所とコロン

ビア市民権オンブズマンが発表した。また、彼の選挙事務所も襲撃されたと報告しているが、詳細を明らかにしていない。

選挙は５月３１日である。エスプリエラはこの選挙で最も注目されている右翼候補で、自分でアルゼンチンのハビエル・ミ

レイやエルサルバドルのナジブ・ブケレと比較している。最有力候補のイバン・セペダは左派大統領グスタボ・ペトロの政

策を引き継ぐことを公約に掲げて選挙運動をしている。 

 ＊メキシコ中部の町で武装数段の襲撃、１０人死亡：メキシコ連邦当局によると、１７日早朝、ブエブラ州テウツィンゴ

の町を民兵集団が襲い、男性６人、女性３人、子ども１人の計１０人を殺害した。民兵団はまだ特定されていない。この襲

撃は、ゲレロ州の農村地帯でロス・アルディージョス・グループが関与した襲撃で住民が避難した事件に続くものである。 

 ＊メキシコのシナロア州の元高官２人が米当局に拘束された：１８日にアリゾナ州で逮捕されたメキシコのシナロア州の

元公安長官ヘラルド・メリダ・サンチェスは、収監中のシナロア・カルテル・共同創設者のホアキン・「エル・チャボ」・グ

スマンの息子たちから、麻薬製造所への手入れを事前に知らせる見返りに賄賂を受け取った容疑で、マンハッタン連邦裁判

所で起訴された。シナロア州元財務長官エンリケ・ディアスも米当局から起訴されている。両人は４月２９日付の起訴状で

起訴されており、その起訴状には現職のルベン・ロチャ知事の名前も含まれている。ロチャ知事は５月２日に一時的に職務

を離れたが、拘束はされていない。 

 ＊フィリピン上院、サラ・ドゥテルテ副大統領への弾劾を審議：フィリピン上院は１８日、サラ・ドゥテルテ副大統領

の弾劾裁判を開始した。ドゥテルテ副大統領は、公金の不正使用、不当財産の蓄積、フェルディナンド・マルコス、その妻

のファーストレディー、元下院議長の命を脅迫した罪に問われている。彼女の父親は「麻薬戦争」中の人道に対する罪で国

際刑事裁判所（ICC)の裁判を待っているが、彼女自身は次期大統領の有力候補と目されていた。今回弾劾へ踏み切ったの

は、ICC から指名手配されているロナルド・「バド」・デラ・ロサ上院議員が６カ月間の潜伏期間を経て議会に復帰し、ド

ゥテルテ前大統領の側近であったアラン・ピーター・カエタノを上院議長兼ドゥテルテ前大統領弾劾裁判の裁判長に就任さ

せる決定票を投じたことに起因する。デラ・ロサ議員は、１５日、上院議場での銃撃戦の中、逮捕を逃げた。  

 ＊ウクライナによる大規模ドローン攻撃でロシア国内で少なくとも５人死亡：ウクライナがこの戦争で最大規模と見ら

れる大規模ドローン攻撃を行い、ロシア当局はモスクワ近郊と国境付近で少なくとも５人が死亡したと発表した。モスクワ

ではインド人１人が死亡、３人が負傷した。ドローンの残骸や破片がシェレメーチェヴォ空港に落下したが被害はなかっ

た。ウクライナ保安庁によると、ドローンはモスクワ近郊の石油精製所と２つの石油ポンプ施設を直撃したという。厳重に

防衛されたモスクワ市街地と、ロシア奥地の重要インフラへの攻撃は前例のないもので、ウクライナが数か月にわたりロシ

アの全土の防空能力を低下させようと繰り返し行ってきたドローン攻撃の一環である。 

 ＊台湾総統、米国からの兵器輸入を「最も重要な抑止力」と位置付ける：台湾の頼清徳総統は１７日、米国からの兵器

購入をこの地域の紛争と不安定化に対する「最も重要な抑止力」であると述べた。これはトランプ大統領がフォックス・ニ

ュースのインタビューで、台湾への１４０億ドル規模の兵器販売案は「中国次第」だと述べ、北京訪問後に台湾への兵器販

売の停止は「率直に言って、我々にとって非常に良い交渉材料だ」と言ったことへの反論である。 

 ＊WHO、コンゴ民主共和国とウガンダにおけるエボラ出血熱の流行を「国際的に懸念すべき公衆衛生上の緊急事態」と

宣言：世界保健機関（WHO)は５月１７日、東アフリカにおけるエボラ出血熱の流行を「国際的に懸念すべき公衆衛生上

の緊急事態」と宣言した。死者８８人、感染の疑いのある人３３６人が報告されている。そのほとんどがコンゴ民主共和国

での発生であるが、隣国ウガンダでも検査で症例が確認されたので、一部ウガンダに広がっている。今回の流行は希少なブ

ンディブギヨ株によるもので、これには承認されたワクチンも治療法もなく、致死率が最大５０％に達する。 

 ＊米国と中南米８カ国がボリビアの大統領を支持し、ボリビア国では抗議デモが大統領に辞任を要求：ボリビアでは、

労働者が経済危機に苦しむ中、ロドリゴ・パス大統領の辞任を求める抗議デモが週末も続き、道路封鎖によって食料、医薬

品、燃料の不足が生じている。米国政府は１７日、パス大統領への全面的支持を表明し、パス政権の「不安的を目的にした

あらゆる抗議行動」を非難し、それが「人道的危機」を引き起こしていると警告した。アルゼンチン、チリ、コスタリカ、
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エクアドル、グアテマラ、パナマ、パラグアイ、ペルーの８カ国も米国に倣って１５日、人道状況への「懸念」を表明する

共同声明を出した。 

 

ドロップ・サイトのその他の情報 

 ＊南カリフォルニア大学（USC)が寄贈された遺体を米海軍に売却、それがイスラエル軍の外科訓練に使用されていたこ

とが判明：USC の学生新聞とアル・ジャジーラの共同調査によると、USC は寄贈された遺体を米海軍に売却しており、イ

スラエル軍の外科医がロサンゼルスの施設で訓練に使用していることが明らかになった。遺体の大部分はカリフォルニア大

学サンディエゴ校の遺体親族から提供されたもので、提供者は親族の遺体がイスラエル軍の軍事目的に使われるとは全く知

らない。 

 ＊NY タイムス報道によれば、UAE はUAE 大使の売春婦や人身売買に関与する人物との関係を報道した記事を抑圧する

ために６００万ドルを費やした：ニューヨーク・タイムズ紙によれば, UAE は２０２０年から２０２２年の間に、評判管

理会社テラキートに６００万ドル以上を支払い、当時インターセプトの記者だったドロップ・サイト共同創設者のライア

ン・グリムの記事を抑圧しようとした。グリム記者はUAE 大使ユセフ・アル・オタイバと売春婦や人身売買に関与したエ

プスタインとの関係疑惑を調査取材して記事にした。ニューヨーク・タイムズ紙によると、テラキート社はこれに対して、

オタイバに好意的プロフィールを作成したり、匿名アカウントを使ってウィキペディを編集したり、SEO（検索エンジン

最適化）対策を調整したコンテンツを大量にインターネットに流し込んだりして、グリム記事に対応した。その結果グリム

の２０１７年の調査記事は２０２３年までに Google 検索ではずっと後の５ページ目にまで押し下げられた。Ryan 

Grim, ”DIPLOMATIC UNDERGROUND- The Sordid Double Life of Washington’s Most Powerful Ambassador”,  The 

Intecept, August 30, 2017 を読まれたい。 
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